
内
川
ノ

ト
av

~ 

平成19年 5月10日発行3月定例会

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
・

反
対
討
論
お

一
般
質
問

編
集
後
記

14 



也 被議会だより

で
住
民
に
も

応
分
の
負
担
を
求
め
る
も
の
に

概要
定例会

平
成
四
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質
疑
集
中
し
て
三
日
間
の
延
長

福留黒後期高齢者(75才以上)医療広域連合の設置ヘ

福岡県内の66市町村のすべてで構成

，-‘ 

3
月
議
会
は
3
月
2
日
か
5

3
月
お
固
ま
で
の
会
期
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

岡垣町の元気な高齢者

-
本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
幻
議

案
の
う
ち
、
主
な
も
の
は

①
平
成
四
年
度
一
般
会
計
そ
の

ほ
か
特
別
会
計
予
算
な
ど

②
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
助
役
を
廃
止
し
、
副

町
長
を
置
く
条
例
な
ど

③
特
別
敬
老
祝
金
の
一
部
改
正

条
例

④
土
地
改
良
事
業
、
水
産
振
興

事
業
分
担
金
の
徴
収
条
例
の

全
部
改
正

⑤
学
童
保
育
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

-地方自治法の改正で助役を廃止し副町長を設置。定数1人とする。
また、会計管理者を設置

r 

-公共施設の整備、建築・改築の為、毎年1000万円の基金積立て

・特別敬老祝金(満100歳)2 0万円が10万円に減額

-土地改良事業や水産振興事業には受益と負担の適正化のもと分担金を徴収

-住居表示実施区域は第9次(海老津晴海台団地等)で終了

-後期高齢者医療広域連合設置で約700万円の負担金

-学童保育所I~NPO法人「こども未来おかがきj を指定管理者に

-山田小学校プレハブ校舎設置で約400万円

-ごみ中継処理施設負担金の増は約1億7000万円
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被
平
成
四
年
度

一
般
会
計
予
算

-
山
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
設

立
助
成
に
約
1
8
0万
円

-
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
整
備

補
助
に
約
3
3
0万
円

-
社
会
福
祉
施
設
建
設
費
補
助
に

1
0
0
0万
円
・
貸
付
金
6
0

0
0万
円

-
J
R海
老
津
駅
南
側
開
発
調
査

に
約
2
0
0
0万
円

-
学
童
保
育
所
運
営
委
託
料
に
約

2
6
0
0万
円

-
糠
塚
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
改
修
に

約
1
0
0
0万
円

-
糠
塚
公
民
館
建
替
に
約
4
5
0

0
万
円

平
成
mm
年
度
補
正
予
算

-
一
般
会
計
は
総
額
で
約
3
0
7

0
万
円
の
減
額

-
一
般
会
計
へ
基
金
か
5
の
繰
入
金

当
初
予
算
の
4
億
3
0
0
0万

円
に
対
し
、

2
0
0
0
万
円
減
額

し
て
4
億
1
0
0
0万
円
に

-
職
員
退
職
手
当
と
し
て
3
名
分
、

約
8
2
0
0万
円
が
予
算
措
置

-
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
電
算
シ

ス
テ
ム
開
発
事
業
に
約
2
6
0

0
万
円
予
算
措
置

-
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
一
般

会
計
か
ら
約
8
0
0万
円
増
額

し
、
総
額
制
億
円
の
規
模
ヘ

-
老
人
保
健
事
業
は
一
般
会
計
か

ら
約
2
0
0
0
万
円
増
額
し
、

総
額
約
伺
億
円
の
規
模
へ

発
議
・
請
願
・
陳
情

，

-
岡
垣
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
(
可
決
)

議
員
定
数
の
削
減
に
伴
い
委
員

会
の
定
数
を
定
め
た
も
の

-
生
活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
、
廃

止
に
反
対
す
る
国
へ
の
意
見
書

を
求
め
る
請
願
(
採
択
)

-
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看
護
の

実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師
等

の
増
員
を
求
め
る
陳
情
書(
採
択
)

-
心
身
障
害
者
共
同
作
業
所

(
Y

Y
く
ら
ぶ
)
の
「
補
助
金
」
陳

情
書
(
採
択
〉

-
進
行
性
化
骨
筋
炎
の
難
病
指
定

を
求
め
る
意
見
書
(修
正
可
決
)

二........， .... 司・・・._"，
ごみ中継処理施設「遠賀 ・中間リレーセンター」穣働
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~711ー号需富島 - 1.1鳳T 隈情l軍ついτ:

議員の賛成0・反対・-退席退・欠席欠

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
採決日

矢島 細)11 竹井
太 土 石井 西 大主..... 主. 宮曽 市津

木
松井 勢屋 竹内 平山3月ア日補正予算 田 屋 田 角 原

3月20日 後期高齢者医療広域連合の設置 結果

3月23日 その他の議案並びに発議等 悪 光 和
清資 要祐
陽 主彦主
圏J三i口A 
良
広海 信次 弘彦

康
和男

子 手IJ明 強 子 膏 弘

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う 賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。関係条例の整理に関する条例の制定について 可決

岡垣町副町長定数条例の制定について
賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。可決

岡垣町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関す 賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。る条例の一部を改正する条例 可決

岡境町一般職の職員の給与に関する条例の一部
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

を改正する条例

岡垣町公の施設整備基金条例の全部を改正する 賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠 • 欠 。• 条例 可決

岡垣町特別敬老祝金条例の一部を改正する条例
賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠 • 欠 。• 可決

岡垣町土地改良事業分担金徴収条例の全部を改 賛成多数。• 。。。。• 。。。。。欠 • 欠 。• 正する条例 可決

水産振興事業分担金徴収条例の全部を改正する 賛成多数。• 。。。。• 。。。。。欠 • 欠 。• 条例 可決

問題町都市公園条例の一部を改正する条例
賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。可決

岡垣町消防賞Uゆっ金条例の一部を改正する条例 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

r 

遠賀・中間地域広域行政事務組合規約の変更に 賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。ついて他5議案 可決

福岡県介護保険広域連合規約の変更について
賛成多数。• 。'0 。。。。。。。。欠。欠。。可決

住居表示を実施すべき市街地の区嫌を狐聾する区域及び 賛成多数。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。当該区域における住居表示の方法を定めるととについて 可決

福岡県後期高齢者医療広域連合の設置について
賛成多数。• 。。。。• 。。。。。欠 • 欠 。• 可決

福岡県自治振興組合を組織する地方公共団体の
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

数の増減について

福岡県市町村災害共済基金組合そ組織する地方
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

公共団体の数の憎減について

指定管理者の指定について 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。01 
平成18年度岡垣町一般会計補正予算 賛成多数。欠。。。。欠。。。。。欠 • 欠 。• (第4号) 可決

平成18年度 岡垣町国民健康保険事業特別会 賛成多数。欠。。。。欠。。。。。欠 • 欠 。• 計補正予算(第3号) 可決
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議席番号 2 3 4 5 6 フ 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

矢島 細)11 
太 土 石井 西 大是品ム~ 宮曽 市津 木 松井 久保 量屋丸 竹内 平山田 屋 田 角 原

結果
秀田昭悪 光利 和明 清資 要祐 子陽 善彦 i圏L口A 良蕎 広海 信次 弘彦
康
和男

子 5量 弘

平成18年度 問垣町老人保健事業特別会計補
可決 。欠。。。。欠。。。。。欠。欠。。

正予算(第4号)

平成18年度 岡垣町水道事業会計補正予算
可決 。欠。。。。欠。。。。。欠。欠。。

(第1号)

平成18年度 問屋町下水道事業会計補正予算
可決 。欠。。。。欠。。。。。欠。欠 。。

(第1号)

平成19年度問塩町一般会計予算 賛成多数 。• 。。。。• 。。。。。欠 • 欠 。• 可決

平成19年度岡垣町国民健康保険事業特別会 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。欠 • 欠 。• 計予算 可決

平成19年度 岡垣町老人保健著書業特別会計予算 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。欠 • 欠 。• 可決

平成19年度岡垣町住宅新築資金等貸付事業
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

特別会計予算

平成19年度岡垣町水道事業会計予算 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
平成19年度岡垣町下水道事業会計予算 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
公有水面埋立に関する意見について 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
岡垣町道路線の認定について 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
岡垣町公共下水道施設の利用に関する遠賀町と

可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
の協議について

平成18年度岡垣町一般会計補正予算
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

(第5号)

間垣町議会委員会条例の一部を改正する条例に 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。欠。欠。。ついて 可決

岡垣町議会会議規則の一部を改正する規則につ
可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

いて

進行性化骨筋炎の難病指定を求める意見書
一部修正 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
可決

生活保護の「母子加算」廃止に反対する国への意
採択 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。

見書を求める請願

生活保護のf母子加算J廃止に反対する意見書 可決 。。。。。。。。。。。。欠 。欠。。
安全・安心の医療と看護の実現のため医師・看

採択 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
護師等の増員を求める陳情書

医師・看護師等の増員を求める意見書 可決 。。。。。。。。。。。。欠。欠。。
心身障害者共同作業所の“補助金"陳情書 採択 。。。。。。。。。。。。欠 。欠。。
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高齢者医療

設置について

肘
細
川

光
利
議
員

園
、
政
府
に
よ
る
新
た
な
高
齢

者
い
じ
め
の
制
度
で
す
。
同
制
度
の

具
体
的
内
容
は
示
さ
れ
ず
、
町
当

局
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
介

護
保
険
広
域
連
合
と
同
じ
で
す
。

高
齢
者
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
は

ゆ
る
さ
れ
な
い
。
百
歳
以
上
の
高
齢

者
を
国
民
健
康
保
険
や
そ
の
他
の

健
康
保
険
か
ら
切
り
は
な
す
こ
と

で
「
保
険
料
の
値
上
げ
」
さ
ら
に
保

険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
を
行
う
、

病
院
の
治
療
内
容
の
劣
悪
化
を
ま

ね
く
な
ど
高
齢
者
に
痛
み
を
押
し

付
け
、
医
療
格
差
、
生
命
の
格
差
を

も
た
ら
せ
る
。
問
題
は
こ
の
制
度
の

具
体
的
内
容
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

で
決
め
る
こ
と
に
は
絶
対
反
対
す

ヲ
令
。

久
保
田
秀
昭
議
員

来
年
4
月
発
足
す
る
医
療
制
度

で
、
今
ま
で
の
市
町
村
単
位
と
違

い
、
新
た
に
県
単
位
で
設
置
さ
れ
る

広
域
連
合
が
運
営
主
体
で
す
。

こ
の
制
度
は
「
医
療
制
度
構
造

改
革
」
で
、
自
分
の
事
は
自
分
で
せ

よ
、
国
や
地
方
自
治
体
に
甘
え
る

な
、
健
康
も
自
己
責
任
と
い
う
も

の
で
す
。
し
か
も
規
約
に
つ
い
て
は

3
月
中
に
成
立
さ
せ
よ
と
追
っ
て

い
ま
す
が
、
医
療
内
容
も
診
療
報

酬
も
詳
細
内
容
が
明
確
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
広
域
連
合
設
立
準
備

委
員
会
の
検
討
状
況
や
作
業
状
況

が
詳
細
に
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ

る
こ
と
も
大
問
題
で
す
。
こ
う
い

う
中
で
広
域
連
合
の
規
約
を
提
案
、

成
立
さ
せ
る
事
自
体
が
問
題
だ
し
、

議
会
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
形
骸
化

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

西
国

陽
子
議
員

従
来
の
国
保
会
計
と
は
別
に
、

万
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療

事
務
処
理
の
た
め
新
た
に
全
県
内

広
域
連
合
を
設
置
す
る
も
の
。
実

施
に
向
け
て
は
全
市
町
村
か
ら
議

員
を
選
出
し
規
約
を
定
め
る
。
保

険
料
は
人
口
割
、
均
等
割
、
高
齢
者

人
口
割
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
高
齢

化
率
の
高
い
岡
垣
町
の
負
担
は
高

く
な
る
。
し
か
も
年
金
よ
り
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
国
保
税
、
住
民
税
の

値
上
げ
や
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ

て
今
以
上
に
高
齢
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
る
。
現
在
問
題
の

あ
る
介
護
保
険
の
二
の
舞
に
な
り

ま
す
。
運
営
の
あ
り
方
も
全
市
町

村
の
意
見
が
ま
と
ま
る
は
ず
も
な

く
町
民
の
意
見
が
民
主
的
に
反
映

さ
れ
な
い
。
憲
法
お
条
の
社
会
保

障
の
増
進
に
も
反
す
る
。

「

今でも精一杯健康維持に励んでいます
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常

福岡県後期

広域連合

E冨竹
内

和
男
議
員

昨
年
、

6
月
日
日
に
、
「
超
高
齢

者
社
会
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な

医
療
制
度
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
医
療
制
度
関
連
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
」
こ
れ
は
人
口

の
急
速
な
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
の
到
来
に
よ
っ
て
、
医
療
費
の
増

大
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で
、
誰
も
が

い
、
ざ
と
い
う
時
に
、
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆
保
険
」
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
、
国
民
の

皆
様
が
負
担
可
能
な
範
囲
で
医
療

費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
万
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
方
々
を
対

象
と
す
る
県
単
位
の
新
保
険
制
度

を
創
設
す
る
も
の
で
‘
訂
万
人
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
財
政
基
盤
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
や
む
を
得

な
い
選
択
で
あ
り
ま
す
。

太
田

強
議
員

医
療
制
度
改
革
の
こ
れ
ま
で
の

経
緯
資
料
に
よ
る
と
、
国
の
制
度

改
正
や
試
案
の
ま
と
め
等
、
一
平
成

日
年
か
ら
叩
均
年
の
聞
に
ロ
回
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
か
に
高
齢
者
保

険
制
度
が
急
激
な
時
代
の
変
化
の

中
で
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
か

理
解
出
来
ま
す
。
老
人
医
療
費
を

中
心
に
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、

現
行
の
制
度
で
の
不
備
を
補
い
、
公

平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
広
域
連
合
の
設
立
規
約

の
中
で
も
選
挙
制
度
等
細
部
を
つ

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ

り
ま
す
が
議
会
が
関
わ
る
事
に
よ

り
、
よ
り
広
範
囲
な
市
町
村
民
の

声
が
集
約
出
来
、
よ
り
効
果
的
な

連
合
組
織
と
し
て
機
能
す
る
事
を

期
待
し
て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

三
角

善
彦
議
員

な
ぜ
百
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

福
岡
県
を
一
つ
と
し
た
広
域
連
合

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
を
確
認
す
る
と
①
少
子
化
に

伴
い
現
役
世
代
の
負
担
が
増
し
て

い
る
こ
と
②
高
齢
化
率
の
高
ま
り

に
伴
い
医
療
費
が
毎
年
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

広
域
化
に
よ
り
利
点
が
あ
れ
ば
望

ま
し
い
で
す
が
、
福
岡
県
は
そ
の
対

象
者
が
多
い
た
め
、
医
療
費
が
他

県
と
比
べ
て
割
高
と
な
る
見
込
み

な
ど
、
対
象
者
に
重
い
自
己
負
担

を
伴
う
も
の
で
す
。

い
ま
、
国
・
地
方
で
の
各
分
野
で

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
と
き
で
す
。

岡
垣
町
は
①
電
算
化
に
伴
、
つ
情
報

管
理
の
徹
底
②
高
齢
者
へ
の
心
身

と
も
に
健
康
な
身
体
づ
く
り
等
を

推
進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

矢
島

恵
子
議
員--

日
本
の
高
齢
化
人
口
は
世
界
に

類
を
見
な
い
速
さ
マ
進
展
し
て
い

ま
す
が
岡
垣
町
も
、
そ
の
例
外
で
は

な
く
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
や
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
予
算
は
前
年
度
予
算
と
比
較
す

る
と
大
幅
な
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
と
な
り
医
療
費
の
増
額
は
町
の

財
政
に
大
き
く
影
響
を
お
よ
ほ
し

か
ね
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活

を
す
る
た
め
に
は
国
民
皆
保
険
制

度
は
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
制
度

だ
と
私
は
患
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
規
約
と
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
骨
子
が

大
変
類
似
し
て
い
る
の
で
、
介
護
保

険
の
二
の
舞
に
な
ら
ぬ
か
と
大
変

不
安
で
す
が
、
運
営
面
に
対
し
て
、

も
っ
と
議
論
を
つ
く
し
設
置
す
る

こ
と
を
切
望
し
賛
成
と
し
ま
す
。
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光
利
議
員

人
聞
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い

く
支
え
で
あ
る
社
会
保
障
制
度
(
医

療
、
福
祉
、
介
護
、
年
金
)
等
を
後

退
さ
せ
障
害
者
、
働
く
貧
困
層
や

農
漁
商
業
者
に
「
自
立
、
自
己
責
任
」

を
押
し
付
け
る
予
算
で
あ
る
、
人

の
不
幸
苦
し
み
の
上
に
成
り
立
つ

政
治
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
弱
者

の
人
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
政

治
は
全
て
の
町
民
を
大
切
に
す
る
。

政
治
が
権
力
者
、
強
い
人
、
大
企
業

に
目
を
向
け
流
さ
れ
る
と
き
は
町

民
を
犠
牲
に
す
る
。
今
、
重
要
な
こ

と
は
町
民
の
中
に
身
を
投
げ
だ
し

て
こ
そ
心
の
共
有
、
協
働
が
生
ま
れ

る
。
町
長
の
国
政
へ
の
怒
り
町
民
へ

の
熱
い
心
情
が
実
感
で
き
ず
反
対

す
る
。

西
田

陽
子
蟻
員

固
か
ら
の
地
方
交
付
税
が

1
億

5
9
6
9万
円
減
の
見
込
み
で
、
そ

の
穴
埋
め
に
住
民
税
ア
ッ
プ
や
定

率
減
税
廃
止
、
老
人
入
浴
料
、
公
民

館
利
用
料
の
見
直
し
、
敬
老
記
念

品
料
廃
止
、
補
助
金
の
見
直
し
等

を
あ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
全
般
に

負
担
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
イ
オ

ン
誘
致
の
た
め
に
は
今
後
町
は
多

大
な
も
ち
だ
し
を
す
る
だ
ろ
う
。

商
工
会
の
疲
へ
い
、
環
境
破
壊
、
青

少
年
育
成
へ
の
影
響
は
は
か
り
し

れ
な
い
。
ま
た
、
住
民
に
負
担
を
強

い
る
前
に
、
徹
底
的
に
情
報
公
開

し
、
特
別
職
の
期
末
手
当
加
算
や

町
長
の
退
職
金
、
委
託
料
、
交
付
金
、

入
札
制
度
の
見
直
し
を
先
に
す
べ

き
。
児
童
手
当
の
拡
充
、
特
別
支
援

教
育
、
山
田
第
二
学
童
等
評
価
す

べ
き
は
あ
る
が
。

4' 

‘
 
，
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平
山

弘
議
員

厳
し
い
町
行
政
の
責
任
は
国
に

あ
り
、
町
・
住
民
の
責
任
は
な
い
。

地
方
自
治
本
来
の
役
割
は
「
住
民

福
祉
の
向
上
」
に
あ
る
。

し
か
し
、
岡
垣
町
構
造
改
革
の

名
で
、
住
民
へ
の
負
担
増
、
く
ら
し

と
福
祉
を
切
り
下
げ
て
い
る
。

特
別
敬
老
祝
い
金
の
減
額
、
敬

老
記
念
品
の
廃
止
、
老
人
憩
の
家

の
入
浴
料
徴
収
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
利
用
料
減
免
見
直
し
、
下
水

路
費
等
の
削
減
、
農
・
漁
業
整
備

事
業
の
分
担
金
徴
収
、
障
害
者
施

設
も
不
十
分
で
す
。

四
年
度
の
住
民
税
は
さ
ら
に
約

8
0
0
0万
円
増
税
に
な
る
。

こ
の
増
税
分
と
基
金
の
活
用

で
、
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
べ
き
で

す
。

久
保
田
秀
昭
議
員

問
題
は
国
が
地
方
自
治
体
に
対

し
て
も
、
自
分
の
事
は
自
分
で
せ

よ
、
甘
え
る
な
と
、
生
き
残
り
を
か

け
た
競
争
を
自
治
体
間
・
学
校
聞

を
始
め
、
学
校
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
職
場
で
、
子
ど
も
た
ち
の
聞
で
も

さ
せ
て
い
る
。
生
き
残
り
が
出
来
な

か
っ
た
人
や
所
は
な
く
な
っ
て
も

良
い
と
言
う
考
え
方
が
あ
ら
ゆ
る

施
策
に
反
映
し
て
い
る
。
自
治
体

つ
ぶ
し
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
住
民

も
、
岡
垣
町
も
、
職
員
も
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
の
に
町
長
に
国

へ
の
怒
り
も
苦
悩
も
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
議
案
に
町

長
に
福
祉
の
心
を
全
く
感
じ
な
い
。

あ
る
の
は
固
と
同
じ
構
造
改
革
で

あ
る
。

4・a・

ルム
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79年度平成

太
田

強
議
員

国
の
三
位
一
体
改
革
が
押
し
進

め
ら
れ
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
迫
ら

れ
て
い
る
中
、
町
は
、
行
財
政
構
造

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
着
実

に
進
展
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理

者
制
の
更
な
る
導
入
や
山
田
校
区

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
モ
デ
ル
事

業
の
立
上
げ
等
、
細
部
に
わ
た
る

配
慮
が
み
ら
れ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
る
岡
垣
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
今
は
財
政
改
革

に
取
組
み
、
足
腰
の
強
い
自
立
出
来

る
町
を
町
民
全
員
で
作
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
予
算
の
中
に
も

民
生
費
等
出
す
べ
き
も
の
は
出
し
、

削
る
べ
き
も
の
は
削
る
と
い
う
確

た
る
姿
勢
が
髄
所
に
盛
り
こ
ま
れ

て
い
る
と
判
断
い
た
し
ま
す
。

大
堂

圏
治
議
員

厳
し
い
財
政
運
営
の
下
、
少
子

高
齢
化
や
住
民
ニ

1
ズ
の
多
様
化

に
よ
り
行
政
の
果
す
役
割
や
責
任

は
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

改
草
は
「
住
民
の
安
心
や
福
祉
」

を
守
る
手
段
で
あ
り
、
先
ず
第
一
歩

は
ム
ダ
の
排
除
で
す
。
こ
の
観
点
か

ら
今
ま
で
の
事
業
を
徹
底
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

改
革
の
断
行
で
生
ま
れ
た
予
算

を
住
民
の
福
祉
や
教
育
に
向
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

改
革
断
行
や
民
生
費
の
確
保
な

ど
の
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
新
し

い
町
づ
く
り
へ
と
方
向
が
見
え
る

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
条
件
は
、

説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果
す
事
が

重
要
で
す
。

生涯学習や子どもが集う公民館の利用料も見直し
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※一般質問は、質問者本人が提出した原稿を

執行部確認のうえ掲載しています。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は
町
か
5
の
「
自
主
性
・

自
発
性
」
の
押
し
つ
け
と
町
の
責
任
の
放
棄
で
は
な
い
か

包~
E司

を地
重域
んの
じみ
tcな
且X 六

品ゑ
雲面
JZ主
著性

自
発
性

久保田秀昭議員

固

今
政
府
が
進
め
る
構
造
改
革

は
「
自
分
の
事
は
自
分
で
せ
よ
。
国

や
自
治
体
に
甘
え
る
な
」
で
す
。
こ

れ
は
人
の
良
心
を
う
ま
く
利
用
し

た
国
民
・
住
民
へ
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
国
民
・
住
民
に
対
し
て

行
っ
て
い
る
思
想
攻
撃
で
す
。
岡
垣

町
も
「
自
治
体
運
営
か
ら
経
営
」
に

変
え
る
事
で
行
っ
て
い
ま
す
。
国
や

自
治
体
は
憲
法
の
理
念
に
基
づ
き
、

国
民
・
住
民
の
基
本
的
人
権
「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
」
を
保
障
す
る
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今

か
な
ぐ
り
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
強

者
の
論
理
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
取
り
組

み
は
岡
垣
町
構
造
改
革
に
基
づ
き

町
の
必
要
性
で
提
起
し
検
討
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も
町

財
政
の
削
減
の
た
め
に
と
言
う
事

で
。
こ
れ
が
「
自
主
性
・
自
発
性
」

の
取
り
組
み
で
す
か
。

国

確
か
に
取
り
組
み
の
始
ま
り

は
行
政
か
ら
の
提
起
で
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
地
域
の
役
員
の
方

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
過
程
は
地

域
の
皆
さ
ん
の
自
主
性
・
自
発
性

を
重
ん
じ
た
取
り
組
み
で
す
。

国

根
本
か
ら
間
違
っ
た
取
り
組

f 

j 
地域協働のコミュ二ティー論議に熱中

み
を
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
自
主

性
・
自
発
性
か
ら
の
出
発
で
は
な

く
、
構
造
改
革
と
い
う
お
金
か
ら
、

財
政
か
ら
入
っ
た
「
安
上
が
り
の

行
政
」
の
お
手
伝
い
で
す
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
枠
組
み
作
り
が
で

き
た
ら
成
功
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
自
治
を
育
て
る
考
え
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
長
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
、
自
分
た
ち
の
事
は
自
分

た
ち
で
せ
よ
と
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
町
の
自
ら
の
責
任
の
放
棄
で

す。園

地
域
の
方
々
が
自
ら
考
え

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
過

程
を
捉
え
る
と
、
そ
の
事
は
自
己

責
任
と
自
己
選
択
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
れ
か
5
「
町
の
政
治
、
町
の
行
政
は
」
ど
う
な
る
か

~ 
E司

今
後
、
固
に
対
し
町
の
実
態
に
合
っ
た

改
革
を
求
め
て
い
く

光利欝員細川

的
格
差
、
増
税
、
負
担
増
に
よ
る
生

活
、
経
営
の
変
化
に
つ
い
て
。

国

政
府
は
固
と
地
方
公
共
団
体

の
民
主
的
ル
l
ル
、
大
企
業
の
社
会

的
責
任
の
ル

l
ル
を
壊
し
た
。
そ

の
結
果
、
町
民
に
格
差
と
貧
困
、
社

会
保
障
制
度
や
福
祉
の
後
退
を
つ

く
っ
て
き
た
。
働
く
人
の
貧
困
化
、

増
税
、
福
祉
制
度
の
利
用
制
限
を

押
し
付
け
る
一
方
で
町
民
に
自
己

責
任
、
自
立
を
求
め
て
き
た
。

町
長
ー
さ
あ
l
ど
う
す
る
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。

園

田
の
三
位
一
体
の
改
革
、
構
造

改
革
は
町
行
財
政
に
と
っ
て
想
像

以
上
に
厳
し
く
、
町
の
裁
量
権
が

発
揮
で
き
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
住
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
固
に
対

し
町
の
実
態
に
合
っ
た
改
革
を
行

な
う
よ
う
求
め
て
い
く
。

ω安
倍
政
権
の

「
美
し
い
国
」
と
は

ど
ん
芯
国
か
。

園

地
方
の
不
況
、
格
差
、
貧
困
社

会
で
不
安
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

る
。
安
倍
首
相
は
「
自
信
と
誇
り
を

持
つ
日
本
」
を
つ
く
る
た
め
日
米
軍

事
同
盟
の
強
化
、
憲
法
改
正
、
教
育

基
本
法
改
正
、
戦
争
が
出
来
る
固

と
そ
の
人
材
育
成
を
言
っ
て
い
る
。

と
ん
で
も
な
い
事
だ
。

国

安
倍
首
相
は
美
し
い
自
然
と

歴
史
、
文
化
、
伝
統
が
あ
る
美
徳
を

保
ち
世
界
か
ら
信
頼
、
尊
敬
さ
れ

る
国
の
こ
と
を
美
し
い
固
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

ω新
自
由
主
義
と
地
方
行
政

国

人
間
を
資
本
、
市
場
原
理
主

義
が
新
自
由
主
義
の
思
想
で
あ
る
、

国
は
こ
の
思
想
で
行
政
改
革
、
構

造
改
革
を
行
っ
て
い
る
、
福
祉
、
介

護
、
年
金
、
医
療
の
切
り
す
て
、
削

減
や
農
漁
商
業
者
も
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
行
財
政

危
機
と
自
立
、
自
己
責
任
の
押
し

付
け
な
ど
全
て
の
根
源
だ
。

国

国
か
ら
地
方
へ
、
官
か
ら
民
へ

と
い
う
国
の
改
革
に
よ
っ
て
、
町
行

政
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
障
害
者
自
立
支
援
の
町
」
づ
く
り
宣
言
を
!

~ 
Eヨ

検
討
し
て
対
処
し
た
い

大堂

ω障
害
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

国

自
立
支
援
の
下
で
の
「
町
の

障
害
福
祉
計
画
」
の
策
定
状
況
は

ど
の
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
か
。

国

今
年
度
中
で
の
完
成
に
向
け

て
策
定
中
で
あ
る
。

固

障
害
者
の
生
活
は
保
護
者
の

負
担
に
頼
っ
て
お
り
、
親
亡
き
後
の

生
活
を
ど
う
す
る
の
か
が
深
刻
な

実
態
で
あ
る
が
、
現
状
認
識
を
ど
の

よ
う
に
持
っ
て
い
る
か
。

国

私
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
で
、
精
一
杯
支
援
し
て
い
き

た
し
。
固

自
立
す
る
た
め
に
は
、
障
害

者
の
雇
用
支
援
が
重
要
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
施
策
を
ど
う
す
る
か
。

国

関
係
先
と
も
連
携
し
て
い
き

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
行

し
て
い
き
た
い
。

国

サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割
負
担
が

障
害
者
の
重
荷
に
な
っ
て
お
り
、
減

免
や
町
単
独
で
の
支
援
を
実
行
し

て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
。

園

田
の
基
準
も
改
善
さ
れ
て
き

て
い
る
の
で
、
町
と
し
て
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。

ωゴ
ミ
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
化

の
推
進
に
つ
い
て

国

可
燃
ゴ
ミ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
で
、

処
理
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
が
、

住
民
へ
の
説
明
を
き
め
細
か
く
実

施
し
て
、
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
住
民
へ
の
周
知

徹
底
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

国

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
機

会
で
説
明
し
た
が
、
今
後
も
し
っ
か

り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

ω新
興
団
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

圃

公
園
通
り
や
松
ヶ
台
団
地
は

人
口
が
急
増
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
の

施
設
や
組
織
づ
く
り
が
急
務
で
あ

り
、
行
政
の
役
割
と
責
任
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

園

地
域
の
公
民
館
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
活
性
化
の
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

障害福祉計画策定委員会
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首
長
等
の
退
職
制
度
の
見
直
し
を
l

z 
Eヨ

退
職
手
当
制
度
は
適
切
で
あ
る

和男 議員竹内

国

首
長
等
の
退
職
金
の
廃
止
ま

た
は
縮
減
す
れ
ば
、
他
の
サ
ー
ビ
ス

に
振
り
向
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
よ
う
な
方
向
の
考
え
は
な
い

か
?

国

私
た
ち
特
別
職
に
支
給
さ
れ

る
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
責
と
責
任
の
度
合
い
を

含
め
た
任
期
中
の
公
務
へ
の
貢
献

の
対
価
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
特
別
職
の
退
職

手
当
は
、
退
職
の
日
に
お
け
る
給

料
月
額
に
そ
れ
ぞ
れ
条
例
で
定
め

た
支
給
率
及
び
当
該
特
別
職
と
し

て
の
勤
務
年
数
を
乗
じ
て
算
出
し
、

任
期
満
了
時
に
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
特
別
職
は
、
選
挙
及
び

議
会
の
同
意
に
よ
り
一
期
四
年
間

と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
住

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

常
に
責
任
の
あ
る
立
場
に
お
い
て

各
種
政
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
任
期
満

了
を
区
切
り
と
し
て
支
払
わ
れ
ま

す
現
在
の
退
職
手
当
は
適
切
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
町
の

特
別
職
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
は
、

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
審
議
を
経

て
平
成
げ
年
6
月
議
会
で
議
決
さ

れ
、
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
先

が
け
7
月
か
ら
減
額
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
岡
垣
町
の
特
別
職

の
給
料
月
額
は
、
福
岡
県
内
の
類

似
団
体
で
は
8
団
体
中
7
番
目
で
、

全
国
の
類
似
団
体
と
の
比
較
に
お

い
て
も
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
四
年
度
以
降
、

地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
更
に
踏

み
込
ん
だ
改
革
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
報
酬
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
更
な
る
町
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

法
的
根
拠
が
な
い
特
別
職
の
期
末
手
当
加
算

初
%
を
廃
止
せ
よ

z 
Eヨ

の激
職動
責す
にる
対社
1. A.  

てお
索中
ヨで
/f._の
ま
ち
づ
く
り

陽子欝員西田

高齢者向緊急通報装置

固

特
別
職
期
末
手
当
初
%
の
加

算
額
は
い
く
ら
か
。

国

議
会
全
体
で

3
5
0
万
、
三

役
で
1
4
0万
ぐ
ら
い
に
な
る
。

固

行
革
が
進
み
、
公
民
館
利
用

料
の
負
担
ま
で
求
め
て
い
く
状
況

下
に
あ
り
、
こ
の
5
0
0万
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
回
せ
る
。
平
成
3
年
に

こ
の
加
算
が
国
に
準
じ
て
条
例
改

正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
と
今
と

社
会
状
況
は
同
じ
か
。

国

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

国

そ
の
認
識
は
い
か
が
な
も
の

か
。
初
%
加
算
の
法
的
根
拠
は
な

い
。
日
市
町
村
の
中
で
は
日
%
加

算
が
お
%
、
加
%
加
算
が
却
%
で

あ
る
。
岡
垣
町
は
こ
の
こ
と
を
特
別

職
報
酬
審
議
会
に
か
け
ら
れ
た
の

4
M

。
国

平
成
げ
年
、
構
造
改
革
に
先

が
け
て
月
額
報
酬
と
し
て
で
は
あ

る
が
、
一
年
間
の
全
体
的
な
も
の
と

し
て
十
分
審
議
さ
れ
て
い
る
。

固

審
議
会
の
方
た
ち
に
加
算
が

把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
、
外
部
の
住

f‘ 

民
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
年

金
も
減
る
し
、
介
護
保
険
の
負
担

は
増
え
る
し
と
い
う
こ
と
で
、
納
得

し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

圏

激
動
す
る
厳
し
い
社
会
の
変

化
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
の
職
責
に

対
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

国

久
山
町
は
こ
の
3
月
議
会
に

報
酬
審
議
会
が
お
%
か
ら
叩
%
に

見
直
し
の
答
申
を
し
て
い
る
。
情
勢

は
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
る
。
切
り
詰

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
精
査
し
、
そ
の

分
を
住
民
福
祉
に
回
す
べ
き
。

国

四
年
以
降
の
地
方
行
財
政
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
改
革
も

必
要
。そ
の
他
、
4
月
か
ら
始
ま
る
容
器

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
新
た
な
ゴ
ミ

の
分
別
周
知
徹
院
を
求
め
た
。
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イ
オ
ン
出
屈
で
、

ぎ
込
む
の
か

~ 
E司

町
の
財
政
を
ど
れ
だ
け
注

行
政
が
担
う
も
の
、
イ
オ
ン
が
担
う
も

の
が
あ
り
、
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る

弘議員平山

固

イ
オ
ン
出
庖
予
定
地

8
Pは

農
振
地
域
と
し
て
残
し
、
農
用
地

は
除
外
し
て
白
地
で
の
開
発
、
松
ケ

台
と
の
中
間
地
域

9
・
2
か
は
農

振
地
域
、
農
用
地
を
は
ず
し
て
用

途
地
域
に
指
定
し
て
開
発
を
進
め

る
の
か
。

回

そ
う
だ
。

固

当
初
は
イ
オ
ン
予
定
地
の
農

振
、
農
用
地
を
除
外
し
て
イ
オ
ン
出

屈
を
計
画
し
た
が
、
農
振
地
域
の

形
骸
化
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
、
苦

肉
の
策
で
こ
う
な
っ
た
。

そ
こ
ま
で
イ
オ
ン
に
協
力
し
て

や
る
の
か
。

園

町
の
第
4
次
総
合
計
画
や
地

域
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
、

イ
オ
ン
の
出
庖
に
取
り
組
ん
で
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

固

イ
オ
ン
出
店
で
税
収
は

5
0

0
0
万
円
、
町
民
の
雇
用
も
増
え

る
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
イ
オ
ン
建
設
で
周
辺糠塚・黒山地区イオン出届予定地

地
の
地
盤
沈
下
や
盤
膨
れ
や
冠

水
地
域
の
拡
大
問
題
、
矢
矧
川

の
拡
幅
・
河
口
の
問
題
、
そ
の
他

環
境
、
道
路
・
交
通
・
安
全
、
下

水
道
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
出

て
く
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
町
の

経
費
を
相
当
つ
ぎ
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

町
長
は
イ
オ
ン
出
庖
に
当

た
っ
て
何
処
ま
で
投
資
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

国

イ
オ
ン
出
庖
に
伴
う
周
囲

の
環
境
、
特
に
河
川
、
農
地
、
交

通
問
題
な
ど
発
生
し
て
く
る
。

そ
の
中
で
開
発
に
直
接
伴
う

も
の
は
開
発
者
の
負
担
で
取
り

組
む
。現
時
点
で
は
町
と
し
て
ど
れ

く
ら
い
金
額
が
か
か
る
か
に
つ

い
て
の
資
料
が
な
い
が
、
今
後
協

議
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
住
民
税
増
税
問
題
に

つ
い
て
も
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

、_r--、_r-、、一〆.r-、、、ー〆.r--'、_r-、、、_r-ー、、ー〆Fーヘ、_r-、、ー〆，..._、、ー〆:r---"，"戸-if'一、、ー〆，........_，、_r-、、ー〆r-、

の民住

地域の方々の見守りで

心豊かな町づ‘くり高見勝義さん

山田峠区

私
は
、

8
月
の
臨
時
議
会
の
傍

聴
に
参
り
ま
し
た
。
傍
聴
席
は
自

治
区
長
と
町
民
の
皆
様
で
満
席
の

状
態
で
し
た
。

こ
の
議
会
は
平
成
四
年
度
の
統

一
選
挙
よ
り
、
議
員
定
数
を
2
名
削

減
す
る
提
案
で
し
た
。
議
員
の
皆

様
の
熱
い
討
論
が
あ
り
、
傍
聴
席

の
皆
様
に
も
そ
れ
が
伝
わ
り
、
熱

心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
こ
の
議
会
で
感
動
し
、
こ
れ

を
機
会
に
定
例
議
会
に
は
必
ず
傍

聴
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

平
成
問
年
4
月
に
山
田
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会
の
取

組
み
に
つ
い
て
説
明
会
が
あ
り
、
山

田
峠
区
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

久
保
田
議
員
よ
り
3
回
に
渡
り
、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
運
営
に
対

し
て
質
疑
が
あ
り
、
町
か
ら
の
支

援
も
い
た
だ
き
、
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

山
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

「
自
立
・
自
主
」
の
運
営
で
、
地
域

の
皆
様
が
協
働
し
て
子
ど
も
た
ち

と
高
齢
者
を
温
か
く
見
守
り
、
心

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
参
加

い
た
だ
き
、
住
み
よ
い
町
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
は
長
期

間
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
地
域
の
皆
々
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
達
成
さ

れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
・
申
し
上
げ
ま
す
。



ぷ驚おかがき議会だより

矢
島

悪
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
平
成

問
年
4
月
に
設
置
さ
れ
て

5
回
目

の
議
会
広
報
に
な
り
ま
す
が
、
住

民
の
皆
様
が
少
し
で
も
関
心
を

持
っ
て
「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り

を
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
議
会
と
住
民
と
の

距
離
を
近
づ
け
る
た
め
に
も
広
報

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
出
前
の
議
会

報
告
会
や
公
聴
会
を
行
い
真
の
住

民
の
代
弁
者
た
る
議
会
を
構
築
す

る
こ
と
に
努
め
て
こ
そ
、
議
会
の
活

性
化
が
進
行
す
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
な
お
一
層
真
塾
な
気
持

ち
で
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
安
心
・

安
全
な
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
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